
  

木場潟は，県内で唯一干拓されずに，自然のままの姿を残しています。今から約 2000 年前，海の中に

あった加賀三湖が地上に姿を現わし，形成されましたが，その順番や変遷はわかっていません。その謎を

解くプロジェクトが昨年度から始まりました。その研究から明らかになりつつある木場潟の歴史について

紹介します。 

 

【加賀三湖】 

 木場潟，今江潟，柴山潟の３つの潟湖を指し，古代から中世にかけて物流
の役割を担っていました。三湖の水は，梯川を通じて日本海へ流出しており，
増水による被害や海水逆流による塩害が，度々発生していました。 
戦後，食料増産のため，昭和27年から44年にかけて加賀三湖干拓事業

により今江潟の全部と柴山潟の３分の２が干拓されました。木場潟は用水源
や洪水調整池としての役割を期待され，残すことになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

第 79 回 市史講座 

「木場潟の成り立ち」 
講 師：小岩 直人氏（弘前大学教授･小松市史専門委員） 

第 224 号 

平成 29 年 11 月 1 日 

小松市史編纂事務局 

へんさんだより 

 

日 時 ： 平成29年11月12日(日)  

       午前10：00～11：30 

会 場 ： 小松市公会堂４階 大会議室 

受講料 ： 無料（事務局まで予約必要） 

 秋も一段と深まり，落ち葉の散り敷く季節となりました。11月７日は立冬です。暦の上では冬となります。

本格的な寒さに向かう時節，いよいよ長い冬の幕開けです。 

 さて，11 月 28 日は浄土真宗の開祖，親鸞聖人の正忌にあたり，通常は 22 日から 28 日まで報恩講(この地方

では｢ほんこさん｣と称す)と呼ばれる法会が行われますが，当地は｢御取越(ｵﾄﾘｺｼ)｣と言って，末寺や信徒が日を

繰り上げて，10 月中頃から各寺院で執り行われます。一年に一度の大法会，お参りされましたでしょうか。 

 いよいよ今月 12日は，市史講座が開催されます。多数の方のご参加をお待ちしております。 



＜事務局 10 月の活動状況＞ 

・10月 ２日(月) 教育関係資料調査(月津小学校) 

・10 月 ３日(火) 教育関係資料調査(中海中学校) 

・10 月 ４日(水) 教育関係資料調査(安宅中学校) 

・10 月 ４日(水) 教育関係資料撮影(玉川図書館) 

・10 月 ７日(土) 神社文書資料調査(市内一円) 

・10 月 10～13 日 教育関係資料調査(小松高校) 

・10 月 12・13 日 財政資料調査 

・10月 13 日(金) 教育部会 

・10月 13～15 日 ボーリング地質調査 

・10月 15 日(日) 考古部会 

・10月 19 日(木) 建築部会 

・10月 29 日(日) 行政文書調査 

 

 ＜11月のカレンダー＞ 

 

『第 6 章 産業関連名簿』見どころ紹介☺ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付録 DVD 

 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL  http://www.city.komatsu.lg.jp/shishihensan/index.html 

 

 明治中期から昭和戦前期の能美郡内の｢工場名簿｣を抽出，図表化

することで，工業の立地と段階的な変遷の実態を明らかにした。 

日清・日露戦争に伴う海外植民地の拡大や第一次大戦を契機に，

日本が農業国から工業国へと転換を遂げたことで，県内でも機械化

が進展し，ほぼ人力であった工場原動力が電力の供給により力織機

が手織機の台数を上回った。能美郡は大正６年に上回る。 

工場立地に着目すると，明治・大正期は根上村が郡内最大の機業

地であったが，力織機の導入を契機に小松町，御幸村に工場が増加

し，機業地に変化が起こっている。このように｢工場名簿｣は工業の

近代化を知る極めて有効な資料であることが窺える。 

 

 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

           1     2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30   

 は小松市史編纂事務局が閉室しています。 

＜事務局 11 月の活動予定＞ 

・11月 １日(水) 教育関係資料調査(安宅小学校) 

・11 月 ２日(木) 教科書調査(県文教会館) 

・11 月 ３日(金) ボーリング調査開始(今江町) 

・11 月 ９日(木) 棟札撮影(小松天満宮) 

・11 月 10～12 日 ボーリング地質調査 

・11月 10 日(金) 南部重造作成図面調査(博物館) 

・11 月 12 日(日) 市史講座 

・11月 15 日(水) 建築部会 

・11月 30 日(木) 近現代部会 

 

『新修 小松市史 資料編14 産業』 絶賛発売中 

小松市史編纂事務局（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 ・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

12月まで，特別価格 3,800円で 

販売しております。お早目にどうぞ。 

 

昭和初期頃の織物工場。のこぎり屋根が特徴。 

mailto:hensansitu@city.komatsu.lg.jp

